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ROA（％） 3．26 3 0．26＊ （0．073）
一人当たり賃金（百万円） 8．03 7．65 0．38＊＊＊（0．000）
サンプル数 814 814
図表1 経営理念の存在とROA，一人当たり賃金





















経営理念の有無 0．356＊＊ （0．014） 0．227＊＊ （0．025）
規模 －0．068 （0．216） 0．174＊＊＊（0．000）
企業の年齢 －0．016＊＊＊（0．000） 0．003 （0．221）
調整済み R2 0．081 0．157
サンプル数 1，628 1，628
図表2 経営理念の存在とROA，一人当たり賃金との関係
（ ）内は p値 ＊＊＊，＊＊，＊はそれぞれ，1％，5％，10％で有意
出所：久保他（2004），p.122。



























西アジア 3（ 1 ％）
ヨーロッパ 51（ 8 ％）
オセアニア 7（ 1 ％）アフリカ 1（ 0 ％）
北アメリカ 127（20％）
南アメリカ 5（ 1 ％）
南アジア 11（ 2 ％）
東南アジア 181（29％）
東アジア 240（38％）
度数 割合 ガラス・土石製品 12 2．88％
鉱業 4 0．63％ ゴム製品 9 2．16％
建設業 35 5．50％ パルプ・紙 9 2．16％
製造業 416 65．41％ 内訳 医薬品 13 3．13％
商業 86 13．52％ 化学 46 11．06％
サービス業 28 4．40％ 機械 73 17．55％
運輸・情報通信業 43 6．76％ 金属製品 28 6．73％
不動産業 3 0．47％ 非鉄金属 14 3．37％
















































1 2 3 4 5 6 7
② 海外子会社の母国語を通じて，貴社の経営理念とそ
の詳細が示されている．
1 2 3 4 5 6 7
③ 貴社の経営理念を深く理解している人物を海外子会
社に出向させている．
1 2 3 4 5 6 7
④ 海外子会社内のあらゆる場において，経営理念を象
徴する『マーク』や『ロゴ』が使用されている．
1 2 3 4 5 6 7
⑤ 現地国の価値観や文化を踏まえた経営理念の解釈を
海外子会社に示している．
1 2 3 4 5 6 7
⑥ 海外子会社内にて，貴社の経営理念に関する研修・
教育が頻繁に行われている．
1 2 3 4 5 6 7
⑦ グループの一員として相応しい，あるいは社名に恥
じない行動をとることを，海外子会社に求めている．
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問5－1 問5－2 問5－3 問5－4 問5－5 問5－6 問5－7
問5－1
相関係数 1 ．585** ．508** ．497** ．404** ．505** ．532**
有意確率（両側） ． 0 0 0 0 0 0
度数 653 653 651 652 652 653 653
問5－2
相関係数 ．585** 1 ．403** ．440** ．408** ．519** ．412**
有意確率（両側） 0 ． 0 0 0 0 0
度数 653 653 651 652 652 653 653
問5‐3
相関係数 ．508** ．403** 1 ．354** ．330** ．435** ．469**
有意確率（両側） 0 0 ． 0 0 0 0
度数 651 651 651 650 650 651 651
問5‐4
相関係数 ．497** ．440** ．354** 1 ．444** ．489** ．437**
有意確率（両側） 0 0 0 ． 0 0 0
度数 652 652 650 652 651 652 652
問5‐5
相関係数 ．404** ．408** ．330** ．444** 1 ．526** ．414**
有意確率（両側） 0 0 0 0 ． 0 0
度数 652 652 650 651 652 652 652
問5‐6
相関係数 ．505** ．519** ．435** ．489** ．526** 1 ．463**
有意確率（両側） 0 0 0 0 0 ． 0
度数 653 653 651 652 652 653 653
問5‐7
相関係数 ．532** ．412** ．469** ．437** ．414** ．463** 1
有意確率（両側） 0 0 0 0 0 0 ．

















① 業績目標の達成度 1 2 3 4 5 6 7
② 変化への対応 1 2 3 4 5 6 7
③ 競合他社と比較した業績 1 2 3 4 5 6 7
④ グループ内の子会社と比較した業績 1 2 3 4 5 6 7
⑤ 課題発見能力 1 2 3 4 5 6 7
⑥ 自発的な学習 1 2 3 4 5 6 7






















問11－1 問11－2 問11－3 問11－4 問11－5 問11－6 問11－7
問11－1
相関係数 1．000 ．639** ．707** ．748** ．460** ．429** ．622**
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
度数 653 652 652 648 653 652 653
問11－2
相関係数 ．639** 1．000 ．653** ．569** ．611** ．566** ．643**
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
度数 652 652 651 647 652 651 652
問11－3
相関係数 ．707** ．653** 1．000 ．670** ．477** ．458** ．579**
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
度数 652 651 652 647 652 651 652
問11－4
相関係数 ．748** ．569** ．670** 1．000 ．483** ．446** ．580**
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
度数 648 647 647 648 648 647 648
問11－5
相関係数 ．460** ．611** ．477** ．483** 1．000 ．796** ．684**
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
度数 653 652 652 648 653 652 653
問11－6
相関係数 ．429** ．566** ．458** ．446** ．796** 1．000 ．686**
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
度数 652 651 651 647 652 652 652
問11－7
相関係数 ．622** ．643** ．579** ．580** ．684** ．686** 1．000
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000








B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 （定数） 3．588 ．144 24．948 ．000
理念の研修・教育 ．250 ．034 ．279 7．396 ．000 1．0001．000
2 （定数） 3．062 ．233 13．140 ．000
理念の研修・教育 ．196 ．039 ．219 5．077 ．000 ．7591．318


















































































1 2 3 4 5 6 7
② 海外子会社に業績結果の原因や次の施策方針などに
ついて詳細な説明を求めている．
1 2 3 4 5 6 7
③ 海外子会社で生じた異常や不測の事態に対して，親
会社は適宜指示・支援を与えている．
1 2 3 4 5 6 7
④ 業績評価指標を用いて，海外子会社の役割期待の達
成度を把握している．
1 2 3 4 5 6 7
⑤ 海外子会社が担うミッションの成否をどのように判
断するのかが事前に明確になっている．
1 2 3 4 5 6 7
⑥ 予算実績比較は重要な海外子会社管理手段である． 1 2 3 4 5 6 7
⑦ 海外子会社には非常に厳しい予算目標を課してい
る．
1 2 3 4 5 6 7
⑧ 海外子会社には予算目標の必達を求めている． 1 2 3 4 5 6 7
⑨ 事前に定められた目標との比較を中心に海外子会社
の評価を行う．
1 2 3 4 5 6 7
⑩ 海外子会社の経営陣の報酬は業績連動型である． 1 2 3 4 5 6 7
⑪ 海外子会社の資金計画の策定に貴社が深く関与して
いる．
1 2 3 4 5 6 7
⑫ 海外子会社の短期利益計画の策定に貴社が深く関与
している．
1 2 3 4 5 6 7
⑬ 海外子会社の中長期経営計画の策定に貴社が深く関
与している．
1 2 3 4 5 6 7









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 （定数） 3．463 ．224 15．479 ．000
役割期待達成度 ．208 ．041 ．197 5．081 ．000 1．0001．000
2 （定数） 3．929 ．269 14．585 ．000
役割期待達成度 ．248 ．043 ．235 5．813 ．000 ．9041．107
短期計画への関与 －．129 ．042 －．124 －3．064 ．002 ．9041．107
3 （定数） 3．073 ．346 8．875 ．000
役割期待達成度 ．184 ．045 ．174 4．057 ．000 ．7831．277
短期計画への関与 －．177 ．043 －．170 －4．068 ．000 ．8311．203
異常事態の指示 ．251 ．065 ．171 3．875 ．000 ．7431．346
4 （定数） 2．916 ．350 8．324 ．000
役割期待達成度 ．162 ．046 ．153 3．515 ．000 ．7541．326
短期計画への関与 －．179 ．043 －．172 －4．135 ．000 ．8311．204
異常事態の指示 ．247 ．064 ．169 3．832 ．000 ．7431．347
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